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論文内容の要旨
本論文は、 Pyrococcus Iwdαkaraensis K OD 1 株由来ヒストンに関する研究をまとめたものであり、第一章(緒言)、
本論 3 章、第五章(総括)からなる o
第一章では、本研究の背景と目的、およびその意義について記述している o
第二章では、超好熱菌の核酸の高温での安定化機構を解明するため、 Pyrococcus kodαkaraensis KOD 1 株より、
2 種類のヒストン遺伝子 (hpkA、 hpkB) を取得し、遺伝子構造および、系統解析について記述している。大腸菌内で
大量発現させた組換えヒストンの熱に対する DNA の安定化効果を調べている。その結果、 HpkB は HpkA よりも
DNA 結合能、 DNA コンパクト化能、 DNA 安定化能いずれも高いという知見を得ている o さらに、抗 HpkA 抗体を
作製し、その抗体を用いたウエスタンブロ y ティングを行うことで、 850Cで 17時間培養した KOD 1 細胞内の HpkB
の発現量は HpkA の約 2 倍であることを明らかにしている。以上のことから、 KOD 1 細胞内では、 HpkA よりも




第四章では、 HpkB の50番目のヒスチジン残基に変異を導入し、 His50 と DNA 結合能、コンパクト化能との関係
について考察している。変異体は野生型 HpkB と同様の DNA 結合能を示しているが DNA コンパクト化能が低下し
ている。さらにそれらは熱による DNA 融解を防ぐ能力も低下している。以上の結果から His50が DNA のコンパク
ト化及び安定化に重要であると考えている。
最後に、以上で得られた知見を総括し、 Pyrococcus kodαkaraensis KOD 1 株由来ヒストンに関する研究の将来の
展望について記述している。
論文審査の結果の要旨
本研究において超好熱始原菌から 2 種類のヒストン遺伝子を取得し、それらの DNA 安定化効果について明らかに
するとともに、 DNA- ヒストン複合体を安定化する因子としてポリアミンが重要であることを示している。さらに、
His50が DNA のコンパクト化に重要で・あり、 DNA の安定化にも深く関わっていることを示唆する知見を得ている。
以上のように、本論文は超好熱始原菌の核酸の安定化機構の基礎知見に貢献するものであり、本論文は博士論文と
して価値あるものと認めるo
